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高校生のスキルラボセンター施設見学

2018.10.18

8月2日、7日、病院職員のお子さんを対象として医療体験
セミナーを行いました。2日には、低学年11名のちびっこ医療
関係者が、シミュレータを用いた身体診察、車椅子体験、手洗
い実習、DMAT car見学を行いました。7日には、高学年23名が
低学年の実施内容に加え、BLS、オペ着体験を行いました。
両日とも自分で選んだ白衣やナース服を着て、昼食は学童食、
おやつには病院で出ているおやつを食べるといった病院づくし
でした。低学年、高学年ともに、特に車椅子体験が人気で、
ときに暴走気味・・・となることもありましたが、車椅子に
乗るときにはどのようにすると安全なのか、よく考え実践して
くれました。
次年度もまた企画したいと考えています。小学生の皆さん、

またお会いしましょう！

News Letter No.2

スキルラボ部門の夏の主な活動報告

7月26日、昭和地区で医学科のオープン
キャンパスが開催されました。その一環と
して、「施設見学」ということで、総勢
275人もの高校生がスキルラボセンターに
見学に来てくれました。多くの診療科の
先生方にご指導いただいたお陰で、シミュ
レータを使って内視鏡や超音波、お産を
はじめ医療現場の様々な手技を体験して
もらうことができ、非常に充実した内容の
施設見学を実施することができたと思い
ます。参加してくれた高校生たちもとても
生き生きとしており、アンケートでも高い
評価をいただきました。帰り道、多くの高
校生が親御さんに体験したことを嬉しそう
に報告してくれているのが印象的でした。
ご協力いただいた方々には、この場を

お借りして深く御礼申し上げます。

「小学生のための医療体験セミナー」を実施しました！

回答数 割合
とてもそう思う 189 69%
そう思う 82 30%
どちらとも言えない 2 1%
そうでもない 0 0%
全く思わない 0 0%

計 273 100%

本日のスキルラボ施設見学は、医学部受験のモチベーションアップに繋がりましたか？
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回答数 割合
大変満足 235 86%
まぁ満足 37 14%
普通 0 0%
やや不満 0 0%
不満 0 0%
未記入 1 0%

計 273 100%

本日のスキルラボ施設見学の満足度を5段階で評価してください。
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H30医学科オープンキャンパス　スキルラボ施設見学アンケートについて

2018.7.26（273名回答）

白衣姿がとても似合っていますね



地域医療研究・教育センターでは、医療人の生涯研修を支援
するための各種事業を実施します。主な事業は以下の通りです。
●各種セミナーの開催、群馬大学医学部附属病院主催の専門医
共通講習のご案内など
医療人のための統計セミナー、統計ソフト実習、CVC指導者
コース／実践コースなど様々な研修の企画や附属病院が主催
して実施する専門医共通講習についての情報提供などを行い
ます。

●EBM検索ツール、診療サポートツールの提供
UP TO DATE、DynaMed、Procedures CONSULT、今日の
臨床サポートなど、各種のEBM等検索ツールを提供しています。
各種データベースの利用方法は、メディアセンターの以下のURL
にてご確認ください。
https://www.media.gunma-u.ac.jp/eresources/db-list-med/

●統計ソフトの配布
統計ソフト：JMPを無料で利用していただくことができます。

（対象：本学および附属病院の全ての教職員、学生、大学院生）
希望者は、地域医療研究・教育センターの以下のメールアドレス
にお申し込みください。c-center@ml.gunma-u.ac.jp

地域医療研究・教育センターの「SES 生涯研修支援事業」

毎年、学内外の医療関係の方々から好評をいただいている
統計セミナーを、今年も開催します。右の予定で皆さまの
ご参加をお待ちしていますので、ぜひセンターまでお申込み
ください。
いずれの回も、時間は14時～17時、場所は臨床中講堂を予

定しています。

次回は、第２回１１月１７日（土）
多変量解析の各種手技紹介
～広く浅く分かりやすく、知って得する各種解析法～

を予定しております。是非、ご参加ください。

※第1回10月13日（土）初等統計学再入門は終了しました。
12月以降のセミナーにつきましては、年間予定表をご覧ください。

「医療人のための統計セミナー開催」のお知らせ



今年度当院主催で実施する専門医共通講習について、今後の予定をご案内いたします。
(講習会の詳細等については、後日改めてご案内させていただく予定です。)

１．第4回医療安全セミナー

患者参加型医療をすすめるために－インフォームド・コンセントとShared Decision 
Making

（協働の意思決定）

日時：12月6日 18:00～19:00 場所：臨床大講堂 主催：医療の質・安全管理部２．臨床試験に関する講習会

個人情報保護法と臨床研究法について

日時：1月4日 18:00～19:30 場所：臨床大講堂 主催：臨床試験部

３．第3回感染対策職員研修

抗菌薬適正使用について

日時：1月22日 18:00～19:00 場所：臨床大講堂 主催：感染制御部

４．第6回医療安全職員研修

ヒューマンファクターのテクニック：医療安全のために

日時：1月25日 18:00～19:00 場所：臨床大講堂 主催：医療の質・安全管理部

～電子カルテ端末でも利用できます！～
疾病の診断・治療から患者への説明資料、診療報酬情報まで、

幅広く検索できる「今日の臨床サポート」。学内のネットワーク
の他に、お手持ちのモバイルPCやスマートフォンからもアクセス
することが可能です。
また、電子カルテ端末からも検索することができます！

日々の診療や業務に、幅広くご活用ください。

電子カルテからのご利用方法（下図）：
①ツールのタグを開き、
②の「診療サポート」をクリックしてください。

「専門医共通講習の開催」のお知らせ

ご存知ですか? 診療サポートツール
「今日の臨床サポート」



地域医療支援部門の夏の主な活動報告

2018夏の地域医療体験セミナー開催
毎年恒例となっている高校生向けの職場体験

セミナーと医学生向けの地域医療体験セミナー
をこの夏休み期間にも開催しました。この夏の
猛暑にも負けず、多くの学生が高い目的意識を
持って参加してくれました。今年度の新たな取
り組みとして、自治医科大学卒業生の先生方が
勤務している県内のへき地診療所と、繋がりの
ある総合病院を１日で見学できるセミナーを複
数コース設定しました。へき地診療の様子、そ
れぞれの地域性、住民の方々との関わりなどを
学ぶ

地域医療枠・自治医科大学卒後医師合同フォーラム開催
群馬県の地域医療枠卒業生は卒後1年目から4年目の現在46名が県内の臨床現場で活躍中です。

県内の地域医療を支えていくという同じ思いを持つ自治医科大学の卒業生との第一回合同フォーラム
を9月14日（金）に開催しました。
まず、群馬県医師会長須藤先生より若手医師に向けた激励のお言葉をいただき、続いて「ライフサ

イクルから考える地域医療の魅力」として群馬県へき地医療対策部前会長折茂先生の講演を伺いまし
た。地域医療枠卒業生と自治医科大学卒業生の先生方から地域医療への思いについて発表がありまし
た。来賓の先生方と若手の先生方、学生さんも貴重な情報交換の場を持つことができ、大変充実した
今後に繋がるフォーラムと
なりました。
これからもセンターでは、

群馬県の地域医療を担いその
リーダーとして活躍していく
若手の先生方を全力で応援し
ていきます。

ぐんま地域医療リーダー養成キャリアパス Ver. 2作成状況について
新専門医制度を踏まえた「ぐんま地域医療リーダー養成キャリアパスVer. 2」の作成につきましては、

群馬大学医学部附属病院の各診療科、部門の先生方、県内各病院の先生方に多大なご協力をいただきま
したこと、心より御礼申し上げます。現在、修正いただきました原稿を校正し、年内の発刊に向け準備
しております。今後とも、先生方のご協力、ご支援を賜りたく、よろしくお願い申し上げます。

密度の濃いセミナーとなりました。ご協力いただいた関係者の方々に感謝しつつ、さらに充実
したセミナーを企画・開催していきます。

編集後記 (2018.10.18)
前回のニュースレター発行から早くも5ヶ月がたち、涼しい季節を迎えています。この夏、連日40℃となる猛暑の中、各部門

とも、恒例の行事や新規のイベントで盛りだくさんでした。紙面の関係で、すべての行事を掲載することはできませんが、一つ
一つの企画に、それぞれの部門の思い、また、それを支えてくださる方々の心遣いを感じた夏でもありました。小さな企画が集
まって、いずれ大きな力となるよう、若い先生方をはじめ医療スタッフとともに活動し、彼らを影から支える地域医療研究・教
育センターでありたいと思います。
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